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雜

録

新
物
價
苹
命

.
山
I

崎
.

繁

.
_
樹

一̂
 !

九
年
三
月
1

ー
百
ょ
4

五
0

に
ー
旦>

て
0

館
に
：
 

開
か
れ
た
る
州
知
事
及
市
長
會
議
に
於
け
るH

 

大
へ 

學
經
濟
學
敎
授
ァー

ビ
ン
グ
、
ァ

ィ

ッ

シ

ャ

ー

氏

の

.講

；
 

演
筆
記
を
最
近
に
入
手
し
た
^
ば
左
に
譯
出
し
た
か
.

■
. 

ノ
，
a-
:

次ン 

1

、
進
ま
れ
す
又
退
けW

る
賭
梁 

' 

ニ
、
物
惯
の
‘低
落
乜
ざ
る
べ
し
と
の
信
念 

三
、
各
個
對T

般

の

物

似

の

影

響
’

.
四
、
物
似
ミ
流
通
の
具
と
め
'關
膝

.
五

，
、

信

用

贷

出

％

擴

張

六
、
通
货
の
濫
出
に
對
す
.ろ
誤
見
.
：
'
:

七
、
物
似
の
將
來
の
勋
搖
に
對
す
る
燦
想
の
.驻
礎
，

.八
-
欧
洲
0
物
似
は
我
^
の
物
€

以

上|:
騰

貴

し

わ

リ

傅
十
4
1
1餘

(

七
六」

)

雜

錄新
物
惯
举
命

九
、
.國
愤
の
信
用
及
物
值
に
及
ぼ
す
釤
響 

十
、
外
國
政
府
の
借
金
も
亦
同
一
の
効
粜
ゎ
9
 

十

一

、
^
资
上
の
借
金
は
壻
如
せ
ざ
る
を
得

^

,
:
;

十
二
"
信
用
贷
金
の
縮
少
に
對
す
ろ
實
槳
家
の
反
對 

十
三
、
大
陸
に
於
け
る
预
金
銀
行
業
の
#
如

i

十
四
、
物
惯
の
新
平
準
！2
阳

て

一

步
先
に
逝
め

r

進
ま
れ
f

x

退

，け

ぎ

為

諸

藥 

.;
:

:
現
在
生
産
は
極
度
に
休
止
の

狀
態
に

f

て

製

造

エ 

業

は

，其

の

運

轉

を

遲

緩

せ

し

め

つ

 

>

ぁ

办

、

興
の
.結

架 

勞
働
者
の
職
に
離
れ
る
者
增
加
す
る
一
而
製
造
エ
業
の 

こ
或
る
會
微
は
旣
に
獲
収
し
^

る
利
«

の

#

«
な
さ
吐
出 

し
に
苦
し
め
る
：有
欉
な
4

、
典
€)

然
る
所
以
は
：例
令
製 

\

造
機
械
■，の
運
轉
を
休
止
す
る
ビ
も
經
費
の
成
部
分
又
は 

1

定
.

の
出
費
■
は
節
約
す

る
..：
.
.
.
y 

j
.

と
!:
#

r

.

d

ば
な
.h
y

玫
督
. 

の
收
入
も
：一

:
般
靡
民
の
收
入
;5
>

:

鹆
^
る
次
第
な
る
か
故 

に
國
家
.
の
.
收
入
.
の
最
も
多
き
を
要
す
る
今H

X

に
際
し
て 

不
足
を
吿
げ
ん
ヒ
.

せ
h

摘
言
す
れ
ば
我
等
は
一
般
的
大 

不
景
氣
^

特
異
の
：原
因
と
に
：脅
か
^

;

れ
居
る
|

|

な
办
、

第

六

雜

九

七



第
'十m

饴

(

七
六
5

雜
錄
新
物
僦
蓄
：
 

何
んw

な
ら
ば
通
例
一
般
的
不
景
氣
に
先
.
立
づ
財
界
の
. 

不
傩
全
な
る
狀
態
は
♦

同
は
其
の
姿
.
を
見
せ
ず
し
て
我
. 

等
が
策
應
の
準
備
な
&
時
遽
然
一
般
的
大
不
景
氣
の
襲 

來
す
る
所
と
な
り
た
れ
ば
な
り
。

II、

物
谓g
低
落
せ
ぎ
るt

し
^
の

信

念
: 

:

諸
般
の
實
業
が
好
景
氣
に
轉
囘
せ
ず
る
主
«
る
理
曲 

は
各
人
が
：物
價
は
低
落
す
ベ
し
と
思
惟
せ
る
に
存
す
る 

f
,商
人
は
®
れ
ず
も
買
は
ず
又
製
造
業
者
は
其
の 

製
逍
原
料
の
質
入
れ
を
見
合
は
せ
居
り
、
人
は
一
双
に 

現
在
の
物
懷
ミ
戰
前
の
物
價
ミ
の
開
き
を
云
爲
し
而
し

く
買
.
ば
ざ
.る
，決
.心

を

な

せ

り
.
.
.

諸
物
價
は
借
か
に
低
落
す
ベ
し
S

の̂

の
ー
^

的
縱 

信
は
芷
K

生
'
產
及
分
配
の
全
機
關
に：

ブ
，レ
ー
キ
を
掛
：け 

で
其
の
述
轉
を
停
止
し
居
る
！！
と
：な
る
、
物
债
の
整
理 

は
我
等
炉
其
の
整
现
を
俟
づ
が
故
に
：

一

向
に
進
埗
せ
ざ 

る
な
k

我
等
は
.實
に
徒
爾
に
三
ヶ
月
有
餘
を
俟
ち
た
&

第

襄

：

九
八

製

造

家

の

多

く

は

*

の

製

品

の

K

■

を

¥

げ

得

ざ

る 

こ

と

又

'は

賃

龈

を

爲

し

得

ざ

る

こ

せ

を

何

時

に

て
 

も

餚

君

に

：向v

證

：
明

す

るI

而

製

造

.家

等

ば

賃

銀

ビ

共
 

に

諸

物

價

は

低

落

す

ベ

&

も

の

S

思

：惟

せ

る

は

何

ん

た
 

る

ゑ

/ 9
ぞ

や

、

0

0

S

が

質

人

る

S
•
物

® .
の

殆

ん

ざ
 

「

全

部

：は

約

倍

額

を

要

し

又

職

工

等

R

對

し

て

其

の

夂

挪
 

,
ふ

賃

銀

は

芷

に

倍

額

.

.に

逡

せ

ト

、

製

造

‘
i

は

職

H

等
 

の

生

活

費

が

膨

腺

せ

る

に

會

せ

る

を

見

な

が

ら

尙

且

つ
 

其

の

賃

銀

を

少

な

く

支

挪

ふ

こ

と

は

爲

し

得

ぬ

所

な

b
 

我

等

が

今

所

謂

高

値

の

製

造

工

業

品

の

各

種

に

f

 

て

檢

査

す

れ

ば

其

の

物

品

の

個

.々

に

付

き

て

は

決

し

て
 

高

笟

な

ら

ざ

る

こ

と

を

合

點

し

得

ら

る

、

が

如

し

、

即
 

一

ち

其

の

一

つ

j

つ

は

他

の

物

品

と

比

例

的

に

は

高

値

な
 

ら

ざ

る

な

-
^
、

•吾

人

の

論

據

は

實

に

此

の

物

偕

の

一

般 

的

艰

難

に

存

す

る

な

b

u
r

■

各
個
對〖

般
の
物
價
の
影
響 

諸
般
の
物
價
は
騰
貴
し
た
：6

、
而
炉
も
各
a

製
造H

業

に

影

響

を

及

ぼ

す

勝

異

の

理

f t
の

爲

に

平

均

騰

貴

率
 

.
に

比

し

多

く

騰

貴

し

た

る

も

の

あ

ら

又

少

な

く

騰

貴

し
 

た

る

も

の

あ

り

、

戰

飿

は

銅

？

，鋼

鐵

等

の

如

き

注

產

物
 

に

對

し

て

異

常

の

需

要

を

喚

起

Iせ

じ

，
め

從

て

其

の

憤

格
 

は

疾

く

平

均

騰

貴

率

ょ

り

騰

貴

し

た

む

、

而

し

て

此

の

. 

異

常

の

需

要

は

消

滅

し

P

其

の

價

格

は

下

落

に

向

a

た 

ゎ

、

小

麥

も

需

興

を

增

加

し

た

る

物

品

の

一

例

な

る

が
 

同

時

に

露

、
燠

、
ア

ル

デ

^

ン

チ

チ

の

如

き

從

來

の

供

給
 

地

は

其

，の

供

給

を

停

止

し

た

る

結

果

^ :
し

て

價

格

に

異
 

常

の

昂

騰

を

來

し

た

り

、

然

る

に

一

显

«

給

を

停

±

せ

.；
 

る

原

産

地

は

苒

び

開

放

さ

れ

從

て

f
f
i界

市

場

に

於

け

る
 

小

麥

の

市

價

は

低

落

し

た

b

、

又

造

船

材

料

を

製

造

す
 

る

多

く

の

H

業

に

於

け

る

が

如

く

戰

亂

の

爲

め

政

府

は
 

使

用

鸷

の

强

制

的

節

約

を

命

じ

ク

を

れ

が

爲

め

に

需

要

:

の

動

搖

を

起

す

K

M

る

ベ

し

、

我

等

は

全

•國

を

通
 

'

じ

整

.
理

せ

ら

る

.
ベ

く

動

搖

ず

る

物

價

を

目

擊

^

な

る

が 

物

惯

指

數

が

旣

に

證

明

す

る

が

如

く

物

偾

の

一

般

的

平
 

.
準

に

は

殆

ん

V
」

下

落

を

示

し

居

ら

ざ

る

な

り

、

y l
R

於
 

一

て

思

慮

深

き

各

«

察

家

に

は

諸

般

の

物

價

に

對

し

或

る
 

偉

大

な

る

力

が

働

き

以

て

有

ゆ

る

物

價

を

從

は

し

む

る
 

新

標

準

の

創

造

3

れ

つ

.

>
ぁ

る

こ

ビ

が

明

0

に

看

収

せ
 

ら

れ

ん

、

.

j

r

實

業

家

に

肉

迫

す

る

所

の

根

本

的

實

際

間

題

は

物

價
 

j

の

1

般

的

|伞

準

は

下

向

為

居

る

や

否

や

に

存

す

吾

人

の
 

意

見

を

以

て

せ

ば

物

憤

の

一

般

的

な

る

も

の

は

力
 

な

る

下

向

を

示

さ

い

る

べ

し

、

我

等

は

永

久

に

高

き

^

 

價

の

.
屯

準

に

會

せ

る

が

故

に

我

國

の

實

，業

家

等

が

此

.
の
 

見

地

に

據

々

以

て

、

を

れ

^

顺

應

す

る

こ

マ

し

を

策

す

る

に

大

減

少

を

來

し

た

る

場

合

も

あ

此

の

如

さ

事

例

こ

ビ

速

か

な

る

に

於

て

は

我

等

が

現

在

の

誤

り

た

る

希
 

に

於

て

は

抑

壓

さ

れ

た

る

雛

要

_

'
其

.の

抑

歷

の
去

る

ど

鑒

：を
固
守
せ
ば
免
れ
得
ざ
る
.不
幸
ょ

0

實

業

家

等

自

身
 

共

に

®

び

元

の

狀

能

に

復

す

る

が

故

に

價

格

は

上

向

き

及

1
.

般

國

民

を

救

ひ

得

ら

る

A

こ

と

も

，亦

速

が

な

る

ベ
 

f

 

I
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i

v雜

錄

i

i
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九
化



(

七
六
四)

雜錄：新
物
愤
苹
命

し

四
、
物
價
ど
流
通
の
具
S

J

0

關
係 

■
物
價
の
一
般
的
平
準
は
取
引
關
係
に
於
て
流
通
の
具 

の
量
と
受
授
囘
轉
の
速
度
^

に
關
連
す
る
な
ぅ
、
即
ち 

現
金
及
小
切
手
の
形
にV

流
通
す
る
卵
の
數
量
が
倍
增 

す
る
e

も
其
の
現
金
及
小
切
手
と
交
換
せ
ら
る

，物
品 

及
勸
勢
が一

定
^

㈱

な
る
^

き
は
興
の
物
品
及
勸
勞
の 

價
格
は
倍
增
す
べ
き
な
b

”

.
歴
史
上
大
な
る
物
價
變
動
は
丁
度
同
一
の
形
式
に
て 

，製
來
せ
る
を
觅
る
な
り
彼
の
十
六
世
紀
に
於
け
る
物
價 

:の
革
命
は
米
國
の
鑛
山
に
て
碰
ん
に
採
掘
さ
れ
た
る
金 

M

0

S

■

し
た
る
結
*

歐
羅
巴
に
襲
來
し
歐
洲
諸
國
に
: 

は
新
货
幣
の
洪
水
を
現
出
し
た
な
ヽ
:;
:

從
前
に
比
し
多
數
' 

0

交
換
幾
は
交
換
を
結
了
す
る
爲
め
に
使
用
せ
ら
れ
：物 

:©

は
昂
騰
し
た
b

典
の
當
時

'ヽ:

人
は
1

般
に
丁
度
現
時 

の
狀
態
に

® :
き

て

評
す
る
が
如
く
ー
時
的
通
貨
の
濫
出 

::

な
り
艺
言
ひ
會
{

t
 

I然
れV

j

も
其
れ
は
決
し
て1

時

第

六

辦
5

0

 

的
な
ら
ざ
&

し
な
り
、
其
れ
ば
實
^

新
規
な
る
物
僳
の 

.

取
準
な
：b

し
な
&
、
.

I

八
九
六
年
ょ
上
九|

四
年
迄
に
同
様
の
物
價
騰 

貴
は
全
世
界
に
亘
り
て
®

生
し
れ
令
、
而
し
て
其
：の
物 

價
騰
貴
は
南
®

弗
利
加
、：

ク
リ
ッ
ブ
ル
ク
リ
ー
ク
及
ア 

ラ
ス
力
に
於
け
る
豐
富
な
る
金
鑛
の
發
見
、
シ
ア
ナ
イ 

ド
採
鑛
法
の
發
明
並
に
銀
行
ょ
6

の
信
用
貨
出
の
夥
し 

&

利
用
に
#
び
た
る
も
の
な
b

、

五
、
檑
用
贷
出
の
鱗
張
.

:

流
通
す
る
信
用
貸
出(

即
ち
银
行
の
預
金
な
る
も
の 

は
小
初
手
及
銀
行
紙
幣
を
受
入
れ
勝
ち
に
し
て
一
方
に 

.

信
用
貨
出
を
椅
て
一
.方
に
預
け
入
る
れ
ば
流
通
す
る
信 

,

用
貸
出
し
ビ
去
ふ)

は
此
等
の
预
金
及
紙
幣
に
對
す
る 

一
銀
行
の
支
拂
準
の
倍
額
に
相
當
し
此
の
支
挪

©

備
：
 

金
の
本
體
ば
金
な
り
、
我
が
現
在
の
銀
行
に
關
す
る
制 

度
は
宛
ら
ビ
ラ
ミ
ツ
ド
を
轉
倒
し
^

る
に
も

似
て
支
挪 

準
備
れ
る
ゴ
ー
ル
ド
は
小
な
る
基
底
を
成
せ
る
に
銀
行

紙
幣
及
^
^
は
大
な
る
上
構
へ
を
成
せ
る
も
の
な
り
、

準
備
積
立
銀
行
の
.兌
換
券
を
擁
鏡
す
る
f

司
盟
支
_

而
し
て
其
の
上
嵇
へ
の
，增
大
は
連
底
の
»

大
す
る
よ
6

 

も
疾
し
、
预

金

は
.«

要
な
る
原
素
な
り
、:-
而
し
て
此
等 

预
金
は
一
人
よ
6

他
人
へ
小
切
手
に
由
り
て
移
轉
す
る 

が
故
に
小
切
手
の
流
通
は
實
y

ff
l

金
の
流
通
な
6

 

S

云 

ふ
ベ
し
、
斯
の
如
く
ー
國
の
金
俠
給
0

增
加
は
31

:
の
增 

加
し
た
る
'
高
の
倍
の
效
朵
を
豸
す
。
而
し
て
其
の
效
果 

の.
，及
ぶ
ベ
き
限
界
は(

1
)

使
用
し
得
べ
き
金
の
額
及 

(

ニ)

金
酿
備
额
に
澍
應
す
べ
き
な
り
、
是
れ
即
ち
金
^

 

«

據
し
て
流
通
せ
し
：め
得
る
信
相
貨
出
の
優
が
決
定
せ 

ら
る
、
.
が
故
な
.
*

O
S
、
'
,

,

十
億
卵
に
餘
る
金
はr

九

一

㈣

^

双
來
^
_
よ
り
當 

國
べ
流
入
し
來
り
允
る
が
、
同
時
に
多
額
の
金
は
國
內 

の
流
通
よ
り
其
の
姿
を
搔
き
沿
し
た
ぅ
、
::
'
此
の
輸
入
せ 

ら
れ
た
る
金
及
國
內
に
流
通
し
た
る
金
は
合
衆
國
の
金 

庫
及
銀
行
の
準
備
金
に
流
込
み
れ
る
な？

、

' i

九
一
八 

年
六
月
三
十
日i t
於
て
は
國
立
銀
行
の■
預
金
及
同
®

 

$
.
,
0 

(

七
六
$

離

0

新
物
倒
苹
命，
.

準
備
制
度
に
據
る
金
準
備
の1
部

分

はj
九
一
四
年
六 

:

月
三
十
3

に
於
げ
る
舊
阈
立
銀
行
制
度
に
據
る
金
準
備 

-

額
に
：比
し
三
倍
以
上(

即
ち
前
者
の
十
七
億
八
千
六
西 

一ー：萬
弗
に
對
し
後
輿
五
億
九
千
ニ
亩
鹛
卵

)

な
り
し
又
周 

l
u

i

期
間
中
に
信
用
の
具(

即
要
求
拂
の
預
金
及
び
兌
換 

一
紙
幣)

は
六
十一

億
弗
ょ
b

w

十
七
億
弗
と
な
り
殆
ん 

r

倍
增
し
た
6

、
.信
用
の
具
の
斯
の
如
き
增
加
は
國
全 

|

體V
J

し
て
云
へ
ば
錄
行
業
の
代
表
的
地
位
を
示
す
と
同 

\

時
に
十
分
に
現
在
の
物
價
の
高
き
平
準
を
說
明
せ
る
も 

\

の
な
り
、
金
は
恰
も
。ヒ
ラ
ミ
ツ
.ド
の
某
底
が
上
辎
へ
ょ 

\

 

6

疾
く
增
大
し
た
る
程
^
增
加
し
た
ぅ
去
れ
ど
も
此
の 

一
i f
g

w

f

趴
の
物
價
に
歸
向
せ
し
む
る
ど
反
對
の
作
用 

を
爲
す
も
の
な
り
、
余
の
信
用
貸
出
に
對
す
る
比
率
は 

::
.
:
|九
分
六
厘
ょ
り1

割
：五
.
分
1
1
1厘
に
上
&

た
り
、一

九

I. 

八
年
に
於
て
は
现
制
度
の̂
i/ b

支
拂
準
備
额
に
比
し
實 

際
金
の
過
傭
を
來
せ
し
こ
ミ
實
に
七
億
典
以
上
な
む
き

第
.

I

V
 
.

1
P

1
'

.

,



I>y>：
1
8
#
l
s
$
^
l
l
i
v
,
x
o
i

v|

‘

笫
十
：
i

 

5

1

 

.雜 

M
 

如
ち
同
年
宵
+

七
億
弗
を
計
上
し
*
る
信
用
の
真
を
擁 

S I

す
，る
爲
め
に
法
雜
に
て
命
せ
.ら
れ
た
る
支
拂
離
備
額 

は
十
億
七
午
离
卵
な
b

し
を
以
て
自
A

處

分

：に
.俟
つ
ベ 

き
七
億
弗
の
金
は
現
在
す
る
ビ
ラ
ミ
ッ
ド
の
上
樺
へ
を 

M

R

七
割
程
®

太
す
る
こ
ミ
、
な
る
！！
に
し
て
此
の
.事 

や
我
闺
激
行
業
全
體
ょ
ヵ
一K

へ
'ば
內
輸
は
見
積
る
も
信 

用
の
具
は
將
來
五
割
の
可
能
が
膨
大
を
指
示
す
る
も
の 

.

f

:

"

:.
'

' :

:

」 

.

.

六
、
通
貨
の
濫
出
忙
對
古
る
誤
見/

多
數
人
は
流
通
の
具
4;
;

於
け
る
濫
出
を
1

時
的
の
も 

の
な
り
ビ
思
ひ
込
め
る
所
ょ
b

此
の
■濫
出
の
終
熄
を
期 

味

し

つ

、

め6
.
、五

！：

人

が

通

貨

の

濫

出

と

云

ふ

は
一‘
定
 

の

物

俏

の/ n

準
に
於
て
J

國
の
饰
寶
取
引
を
行
ふ
に
必 

耍
な
る
ょ
々
以
上
の
流
雜
の
具
を
^

味
す
然
ら
ば
典
の
：
 

T

定
の
物
惯
の
6

準
ビ
：は

如

何

、
或

人

は
1

九
ー
三
、
 

.

叫
部
の
物
侦
の
取
難
を
其
れ
な
6

と

云

ふ

"

我

が

通

貨
 

は
芦
の
期
間
の
物
惯
に
割
合
は
せ
ば
丁
度 
一
A

}

四
年

S

C

號 

I
Q

1
•

 

に
於
け
.る

貨

幣

が

：
_
一

 

八

九

六

雜
‘
0

物

:«
に

削

合

は

せ

セ
 

濫
出
さ
れ
た
る
が
如
ぐ
に
馈
か
に
濫
出
し
れ
b

.、
併
し 

な
が
ら
瑰
時
に
於
け
る
我
が
貨
幣
は
戰
亂
が
招
徠
し
た 

^

世
界
的
物
.
惯
；の
新
艰
準
ょ
b

Jt

れ
ば
決
し
て
濫
出
し 

あ
ら
ず
る
な
り
.
、
:

1
國
：の
货
幣
の
'
a

は
此
，の
物
®
の
新 

>

準
に
：割
合
は
せ
て
剑
斷
す
べ〜

睡
に
過
虫
ぅ
た
る
物 

惯
の
平
準
に
割
合
は
せ
て
考
ふ
”べ
魯
取
非
ら
ざ
る
な 

6

、
現
在
の
酿
貨
の
.
.濫
：出
を
.
：ナ
時
的
な
り
€
云
ふ
人
は 

1

九
一
四
¥

頃
の
物
^

を
以
；て
常
.
態
^

.

於
け
.る
物
惯
ビ 

思
ひ
：込
め
る
.
人
な
b

、

.

七
、
物
價
0

將
：來
0

動
搖
婼
對
す
る 

豫
想
の
藤
礎

菩
人
は
試
み
に
將
來
の
物
價
の
動
搖
が
彙
緣
す
る
諸 

種
の
原
因
を
吟
味
せ
ん
：

,

一
、
金
は
流
通
の
爲
め
の
復
歸
を
見
ざ
る
ベ
し
★
物 

.僧
引
下
げ
に
對
し
て
金
及
他
のff
i

f i

を
日
常
の
流
通
に 

.
復
歸
せ
し
む
るW

も
大
な
る
效
果
は
期
待
し
得
ざ
る
べ

5:戀鑼
T

し
何
ん
と
な
ら
ば
斯
の
a

の
，復
歸
は
'
何
處
；に
於
て
も
貨
輸
入
に
超
過
す
べ
し
、

幣
L b

の
，

W

驗
に
反
す
る
祺
象
を：

現
は
す
も
の
に
し
て
即
我
等
は
從
前
大
洋
の
連
賃
を
外
國
の
同
漕
業
に
支
拂 

ち

各
人
が
其
の
金®

を
銀
行
.に
®

入
し
酣
し
て
其
の
代
ひ
た
る
も
今
日
ば
我
國
.
の
商
船
，は
數
千
离
弗
を« +
上

す
 

b

に
紙
幣
及
小
切
手
を
使
用
す
るこ

ミ
を
®

ゆ
るV

J

き
:'
.

，
る
此
の
大
洋
運
賃
を
我®

に
留
保
す
る
こS

、

な

れ

-CN

 

は
全
ぐ
舊
科
慣
に
立
戾6
,

得
ざ
る
程
多
大
の
便
宜
を
感|

又
3 5

米
利
加
人
に
し
て
外
國
雛
光
.の
途
に
上
る
者
從
前 

ず
る
に
至
れ
ば
な
り
、

：

.

-

:
は
非
常
に
多
<
此
等
の
费

1

一、
國
際
貿
易
に
在
り
て
は
金
は
多
大
の
流
出
を
な
る
も
觀
光
旅
行
者
は
今
や
跡
を
絕
ち
而
し
て
少
な
く
も 

さ
中
、
以
前
逝
米
利
加
ょ
り
外
國
ベ
金
が
流
出
し
た
>

9

一
 

兹
一
ヶ
年
位
は
元
の
狀
況
に
復
し
得
ま
じ
、
總
て
此
等 

し
も
興
の
流
出
の
原
因
の
多
く
は
今
ロ
消
滅
し
た
る
こ

|

0

理
由
ょ
り
推
し
て
亜
.
米
利
加
，ょ
0

歐
勸
に
向
て
金
が 

w

は
須
ら
ぐ

、注
意
す
べ
き
”
a

,

A、
我
.
等
は
.從
前
歐
洲
諸\

 

.移
動
す
る
•

ょ
b

も
寧
ろ
歐
洲
ょ
b

我
國
ヘ
金
の
移
動
ず 

國
が
所
有
す
る
我
國
の
公
僙
に
對
す
各
支
挪
利
子
の
奠， 1

.

る
線
路
が
敷
設
さ
れ
だ
る
も
の
と
考
へ
得
べ
し
、然
り
、
 

大
な
る
差
额
を
負
ひ
た
6

然
名
^

其
の
地
位
は
今
！1
1
は

j

併
し
な
が
ら
人
は
言
ふ「

合
衆
國
及
歐
洲
諸
國
_
の
商 

芷
に
：反
對
と
衣
れ
6

加
之
歐
洲
諸
國
ば
我
國
ょ
り
.供
給
一
寶
が
*

狀
に
«

す
る
迄
#

た
ば
it

洲
が
我
に
負
へ
る
總 

す
る
.
苒
建
設
用
材
料
に
對
ず
る
代
偾
若
，<
は
少
な
く
と
て
の
例
年
の
債
務
を
決
濟
し
得
る
程
に
巨
額
の
物
品
而 

も
哦
國
が
歐
洲
諸
國
に
許
し
-/
2

:

る
信
用
貸
に
，對
す
る
利
か
も
安
値
の

it

洲
品
が
我
國
へ
®

が
に
.流
入
し
來
る
ベ 

息
を
我
に
支
挪
ふ
べ
き
順
序
と
な
る
な
办
、
斯
か
る
次
し

」

ビ
、
結
局
は
歐
洲
諸
國
は
我
に
負
へ
る
僙
務
を
物 

馆
な
れ
ば
苒
建
設
の
時
代
0

間
は
我
が
輸
出
は
恐
ら
く
品
，に

.て
支
挪
は
ざ
る
べ
か
：ら
ず
ヒ
_
も
を
は
數
年
の
永 

f

i

:

 

0

.

錄
”
 

_
 物
值
苹
命
、
 

i
.o.
a



:
第
十
3

卷

(

七六八

)

雜錄新物似革命 

き
を
®

す
べ
し
、
遮
莫
、
.
歐
洲
諸
國
は
.
現
下
想
眉
の
急. 

を
吿
げ
つ 
>

あ
る
苒
建
設
に
對
し
我
が
製
造
に
■
る
道 

具
、
機
械
及
®

料
品
を
要
す
る
こ
^

を
思
は
ざ
る
：ベ
か 

ら
す
、
.
.
.
.
.

..

八
、
歐
洲
の
物
價
は
我
國
の
物
價
以
上
祀 

' 

■

騰
貴
し
記
S

V

V

.

.

V
 

現
在
に
於
て
は
歐
洲
の
物
品
は
安
値
な
ら
ず(

歐
洲

■ 

人
0

勞
銀
は
上
し
安
し
と
す
る
も)
開
戰
以
來
歐
洲
の 

物
價
は
合
衆
國
R

於
け
る
ょ
6

以
上
K

W

貴
し
た
i

、
 

物
©
は
戰
場
を
距
つ
こ
と
遙
か
な
る
程
其
の
騰
貴
の
程 

度
少
な
ぐ
即
ち
燦
洲
及
ニ
ユ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
於
で
は 

最
も
少
く
な
く
、
合
衆
園
、
加
祭
陀
及
日
本
之
に
搿
ぎ 

.歐
洲
の
中
立
諸
國
は
其
の
次
に
來
り
我
が
現
在
の
聯
合 

國
は
其
の
又
次
ぎ
に
來
b

.

最
後
に
，最
も
騰
貴
し
た
る
獨 

逸
及
露
西
®

の
順
と
な
る
？
金
は
常
.に
物
價
高
値
の
國 

，ょ
h

3t

の
安
値
の
國
に
向
て
流
出
す
る
傾
向
あ
る
も
'
の 

な
6

、
從
て
通
貨
の
濫
出
し
た
る
歐
洲
諸
國
の
物
偾
が

箱
六
鱗
.

1

0

P3 

低
落
す
る
迄
金
は
歐
洲
へ
は
流
出
せ
ざ
ら
ん
、
物
價
は 

歐
洲
に
於
て
は
當
地
に
於
げ
る
ょ
り
も
一
層
下
落
せ
^
 

ら
し
く
思
.

^

る
、
そ
^ :

次
.
に
.
說
明
す
る
同
.

ーa
tt
l

.

ょ
6

 

推
し
て
左
檫
に
論
斷
せ
ら
る〜

な
り
 ヽ

三
、
未
決
濟
信
用
貸
出
の
縮
少 

:

物
價
の
低
落
を
豫
言
す
る
人
々
0.

主
な
る
論
據
は
金 

^

の
も
の
. 
> 

量
を
縮
少
す
る
ょ
り
も
寧
ろ
我
が
金
に
囊 

,
據
す
る
信
用
貸
出
«-
る
上
構
へ
の
縮
少
に
存
す
る

な

り
 

:

此
等
の
人
令
は
銀
行
の
信
用
貸
出
の
收
縮
換
言
す
れ
ば 

小
切
手
に
砍
り
て
國
內
に
克
く
流
通
す
る
预
金
の
量
の 

縮
少
に
の
み
目
を
注
げ
る
な
ぅ
ヽ
，

九
、
國
債
の
信
用
及
物
價
紀
及
做
す
影
響 

銀

行

の

信

用

貸

出

が

現

在

の

如

く

擴

カ

し

た

る

主

な
 

:

る

原

因

は

自

_

公

債

に

：在

b

て

又

此

の

自

兩

公

偾

が

直

. 

ち

に

他

の

原

因

V
J

な

る

、

新

國

偾

の

應

募

者

は

全

額

を
 

拂

込

ざ

る

の

.'み

な

ら

す

前

數

囘

行

は

れ
し
ヾ
c

ra
l l
の
場 

.
合

に

於

け

る

よ

6

も

寧

ろ

少

な

き

，拂

込

を

爲

し

た

^V

、

即
ち
麻
募
潘
の
多
數
は
銀
行
と
後
日
辨
濟
す
る
約
束
の
';- 

卞
に
驚
金
を
爲
し
之
れ
乂
擔
保
に
國
债
證
書
を
预
入
：

:

n

節
しv

借
用
金
は
：國
偾
に
:®

す
る
狒
込
に
充
當
し
た
' 

: 

れ
ば
實
際
應
慕
者
が
支
.
拂
.ひ
た
る
金
高
は
僅
に
頭
金
に 

:

止
ま
る
な
り
、
玆
に
於
て
我
が
流
通
の
莫̂

對
す
石
效

|: 

,

果
は
恰
も
政
府
が
同
盟
消
備
_

立
銀
行
に
向
て
六
十
億j

 

■

0

の
®
用
貨
出
義
務
を
負
は
せ
其
の
上
に
地
方
の
龈
が.'
:

|「 

ベ
此
等
の
信
用
贷
出
を
按
分
割
當
て
す
る

こ
e

を
同
盟

| 

:準
備
積
立
鈒
行
に
命
ず
る
と
同
樣
の
結
粜
ど
な
る
、
故
一
一 

:,
;

に
庇
の
方
法
は
慠
か
に
信
用
貸
出
の
擴
大
を
誘
導
す
る
：j 

:

乙
と
>
な
る
へ
なh

、
前
き
に
發
行
せ
ら
れ
た
る
多
額
の
, 

自
凼
公
偾
證
書
は
：尙
ほ
銀
行
に
て
取
极
.
は
れ
屑
る
な
|
: 

b

、
新
戰
捷
記
念
紙
幣
に
依
り
て
代
表
さ
る
、
銀
村
の 

信
用
貸
出
の
增
大
は
腕
に
天
藏
猎
證
券
の
:«
行
せ
ら
れ
レ 

た
る
時
に
も
起
b

た
る
事
例
に
し
て
此
の.
時
も
向
凼
公
' 

偾
の
發
行
せ
ら
れ
し
時
と
同
欉
飯
f'
r

は
大
藏
堪
饊
券
を 

質
入
れ
ん
と
す
る
人
に
先
づ
、
戰
揺
記
念
紙
幣
を
以
て 

蛾

十

通

(

七
六
九) 

'

雛

，■錄
命
物
攀
命

貸
出
を
許
し
て
之
を
*
保
に
取
り
貸
金
は
大
藏
洛
證
券 

の
賣
渡
金
に
充
當
じ
た
り
、
去
れ
ば
發
行
せ
ら
れ
た
る
I 

,戰
提
記
念
紙
幣
は
政
府
に
對
す
る
信
用
货
出
金
文
挪
雜 

務
の
轉
移
丨
鈒
行
ょ
6

買
手
へ
ー
の
み
を
代
表
す
る
®

:

と
な
る
、
而
か
も
銀
行
の
*

決
濟
信
用
«
出
の
量
は
之 

が
爲
め
毫
も
增
減
を
來
r

c >

る
な
り
、
或
る

程
度
迄
は 

此
の
論
議
は
：止
確
な
ト
、
然
れ
ど
も
來
る
四
月
發
行
さ 

る
ベ
き
戰
提
記
念
.
紙
幣
の
一
部
はー

m

に
殖
へ
居
る
.經 

费
な
ら
ず
I

此
の
上
の
經
費
.
に
.
振
當
て
ら
る
、
乙
と
、 

な
ら
ん
、
然
ら
ば
政
府
は
此
の
追
加
^
金
に
對
し
て
は 

■立
處
に
新
大
藏
遒
證
券
を
發
行
す
ベ
く
其
の
結
果
は
进 

.

.に
銀
行
の
倩
用
«

出
を
增
大
す
る
こ
^

、
f

ベ
し
、 

.

加
之
苒
建
設
時
代
の
間
に
：於
て
政
府
は
少
な
く

ビも
倚 

ベ
ほ一

つ
の
國
偾
を
發
行
す

ベ管

」

と
は
疑
ふ
の
餘
地
な 

き
所
に
し
て
之
れ
が
發
行
も
亦
我
が
現
在
の
信
用
貨
出 

.

組
織
を
層
一
層
增
大
す
る
_

と
な
る
な
り
。

十
、
外
國
政
府
0

借
金
も
亦
同I

の 

■

第

六

城
5

3L



c

七
七
®

#

錄

新

物

做

f

効
果
あS

V

_

飯
行
は
锻
に
我
が
政
麻
の
經
1

の
み
な
6

ず
外
國
政 

7

府
0

經

费

を

も

支

挪

ふ

爲

め

/-
,
信

用

貨

出

を

な

し

て

一 

,

方
^
预
金
を
吸
收
せ
ざ
る
ベ
か
ら
や
此
等
の
政
噼
は
ょ 

し
ん
ば
合
衆
國
の
金
靡
を
經
由
せ
.
.ず
直
接
に
當
地
の
«

 

的
放
資
家
に
依
り
て
用
達
て
ら
>5

>

^

^

の

結

果

に

於 

.

て
は
同一

な

りフ
:

即
ち
此
等
放
資
家
は
我
が
自
由
公
債 

に
於
け
る
ど
同
欉
に
外
國
政
府
の
公
债
に
對
し
T

fl
a

 

を
爲
す
に
一
少
部
分
の
頭
金
を
支
拂
ひ
殘
額
は
銀
行
ょ 

6

,

の
借
用
金
&

以
て
ず
れ
ば
な
り
、.
：斯
の
如
ぐ
し
て
#

 

如
し
た
る
購
質
カ
は
我
國
ょ
6

海
外
_
へ.
苒
建
設
计
料
.と 

し
て
供
給
送
付
せ
.ら
る 
>

物
資
に
對
し
常
國
R

於
て
太
一 

半
浪
费
せ
ら
る
、
も
の
な
b

、
-l
i

t

界
を
通
す
る
戰
亂
及 

#

建
設
^

關
連
す
る
所
の
廣
大
#

る
公
.
偾
發
行
の
述
1| 

は
：一
時
的—

V
J

雖
も
數
ヶ
fl

に1

旦
る
.

、ベ
§

丨
高
&
物
憤 

.
の
卒
準
を
：維
持
す
る
原
因
允
る
な
り、：
-:
'

.

尙
ほ
當
地
に
保
有
さ
る
、
自
由
公
偾
及
.
他
の
玫
#

&

0

0

 

ー
0 :
六

偾
は
倘
々
の
應
募
考
が
此
讀
0:

辕
書
.
に
»

レ
拂
»
を
完 

了
し
て
實
際
0.

己
の
‘
所
有
R

移

さ

ん

ど

す

る

時

に

^

し 

て

信

用

贷

出

增

大

.
0

.源

泉

た

る

も

の
*

る

が

故

之

れ
：
^
 

轉

々

は

全

く

絕

ゆ

る

こ

£

なき
?:

肝

銘

す

る

乙を

恣

要 

な

れ

、

實

に

此

等

の

，新

公

偾

：證

書

は

商

寶

上

の

用

途

の 

爲
め
に
も
銀
行
ょ
h

尙
ほ
借
入
を
爲
さ
ん
ど
す
る
場
合 

に
は
無
比
の
擔
保
た
る
も
の
に
し
て
政
府
が
«

«

を
}/
' 

は
ざ
る
迄
は
#

々
し
て
止
ま
ざ
る
も
.
の
な
h

、

い
政
府
に
於
て
'若

し

將

來

信

用

貨

出

の

增

大

を

欲

す

る 

ビき
は
之
れ
が
引
當
て
^
し
で
奠
大
の
箪
事
公
債
の
迻 

行
す
ベ
き
あ
b

之
れ
我
が
m

行
業
の
fI
J

M

に
於
て
尙
ほ 

多
く
の
使
用
未
濟
に
風
す
る
卷
き
た
る
鐵
の
帆
を
保
有 

せ
る
事
實
ビ
共
に!

朝
諸
業
が一

層
多
數
の
帆
を
張
る 

ベ
き
機
連
即
ち
多
額
の
费
命
の
必
要
を
生
す
る
時
疋
に 

取
出
し
使
用
3

る
ベ
き
も
の
K

レて
物
價
が
數
年
の
永 

き
に
亘
&

て
高
保
合
を
持
續
す
る
主
な
る
理
^
も
艰
览 

此
等
の
.
事
相
を
見
越
せ
，ば
な
.CS、

一
時
的
物
偾
の
年&

時
代
ょ
b

.
永

久

的

物

價

の

平

準 

時
代
に
移
る
過
渡
期
即
ち
今
な
約

 

一#

®

は
'其
の 

物
惯
艰
準
K-

多
少
の
龍

込
み
下
押
し
も
荷

る

な

ら

ん
果 

技
て
然
ら
ば
諸
業
は
今
良
進
む
を
以
て
正
に
當
然
の
義 

務
s

S

ふ
べ
し
、
何

ん

ビ

な

ら
ば
斯

る

過
渡
の」

年
間 

を
待
つ
乙
ビ
能
は
ざ
れ
ば
次
：A

、

.

十

r

商
寶
上
の
借
用
金
：

g

增
加 

せ

^

^

を

得

ず 

:

開

戰

中

は

商

事

會

»

の

浮

動

株

券

及

社

偾

券

は

，極

度 

に
減
少
し
た
6

し

も

我

等

が

今

日

#

せ
んV

J

し

っ

、

ぁ 

a

sc
s

時
代
の
㈣

は
此
の
秫
の
®.
用
證
文
ば
大
に
增
加 

す
べ
し
、
 

-

■

十

I
I、

億
用
®
金
の
縮
少
吃
對
す
る 

實
業
家
の
反
對」

叙
行
の
信
用
貨
出
の
著
減
及
之
れ
が
結
梁
泠
る
物
®

 

の
一
般
的
平
準
の
下
向
に
は
企
貧
業
界
は
武
装
し
本
氣 

R

t̂
h

て

反

對

せ

る

，
こ

W

を
敬
見
す
ベ
し
、
物
惯
の
低 

錤
十
1

1
 

(

七
七」

)

雜)

0

新
物
観
#

落
は
個
人
に
對
し

て

も

又
國
民
に
對
し
て
も
困
難
時
を 

.

意
味
す
る
が
故
に
各
人
は
此
の
低
落
の
傾
向
に
は
反
抗 

す
る
な
6

r

甞

て

內

亂

の

.終

熄

せ

し

當

時

金

庫

は

綠

背 

紙
幣
の
量
を
收
縮
せ
，ん
計
晝
を
立
て
た
り
し
が
一
八
六 

;;

六
年
及
一
八
六
七
年
の
不
景
氣
を
前
に
控
へ
て
此
の
街 

畫
は
容
易
に
遂
行
せ
ら
れ
ざ
り
し
ょ
5

議
會
は
遂
R

法 

:

律
K

依
b

て
此
の
上
の
收
縮
を
禁
止
す
る
に
到
れ
办
、
 

同
盟
準
備
精
立
銀
行
が
興
の
割
引
の
率
を
引
上
げ
費
. 

他
の
.
方
法
に
依
6

て
㈣

®:

未
濟
の
信
用
貸
出
の
員
4:
'
»( 

少
す
る
こ
を
企
圖
せ
ば
銀
行
は
必
ず
や
同
樣
の
反
杭 

に
出
舍
す
ベ
し
、
加
ふ
る
に
賃
銀
>]
1

下
げ
に
對
じ
#
働 

卷
の
敵
意
を
啣
む
態
度
ば
立
法
者
及
：銀
行
家
を
し
.て
縮 

少
の
政
策
を
發
案
す
る
こ
ビ
を
_

踏

甘

し

む

る

あ
(>
:
'
以 

て
益
々
信
用
貨
出
の
縮
少
を
龃
碍
す
る
な
ト

十〗〗
r

穴
睦
陀
於&

添
預
金
銀
行
業
の
增
加 

_

尙
は
遠
き
將
來
を
*

觀
す
れs

歐
雜
匕
殊
に
大
陸
^
 

於
て
&

金
銀
行
業
の
夥
し
-
ぎ
J

5:
:
'
.見
：衾
至
る
べ

第六
！！
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,雜

■錄

新

物

羣

命

：

： 

第
六
鱗
‘ 

5

4

し
、
戰
時
歐
洲
谷
國
政
府
の
資
金
±

の
缺
乏
は
预
金
銀
ら
今
H

羅
甸
、「

V

リ
.-

丨
：の
敗
語
を
話
4

,ビ
一
般
な 

行
業
の
鏃
展
を
促
進
せ
し
め
爾
來
流
通
外
の
貨
幣
は
銀
K

V

S

休
戰
以
來
我
圃
の
買
手
は
鬼
角
控
へ
又
は
a

送
6

 

行
の
庫
中
に
純
^

り

而
し
て
愛
に
流
瓶
す
る
所
の
信
用
の
態
度
を
持
す
る

.

.
>而
物
«
に
對
し
て
類
例
な
き
程
の 

货
出
の
某
礎
を
成
就
せ
し
め
^

6

.、
是
れ
即
ち
a

貨
の
攻
擊
を
加
へ
た
る
も
你
ほ
迁
つ
物
價
の
後
戾
り
せ
し
こ 

大
膨
脹
を
發
端
せ
：し
め
た
る
新
習
憤
の
®

#

な
り
、
印
ー
ビ
は
論
ず
る
に
足
ら
ざ
る
程
に
細
微
な
り
し
、
其
の
然 

M

及
支
那
の
如
き
隔
絕
せ
る
諸
國
も
亦
预
金
銀
行
業
のI

,::

り
し
所
以
の
理
由
は
即
ち
我
等
が
■
す
べ
か
ら
ざ
る
眞 

，
利

用

を

學

び

つ

、

あ

る

な

b

、
.i
f

t

の
預
金
銀
行
業
の
も
一
理
ビ
認
め
ら
る
べ
き
新
し
く
し
て
高
き
物
價
の
平
準
に 

の
た
る
怡
も
金
供
給
の
新
源
泉
を
發
見
し
た
る
に
等
しj

出
會
し
た
る
に
花
る
な
b

、
然
>

而

.し

て

巧

奢

と

稱

せ 

き
な
h

、
此
の
金
供
給
の
新
源
*

を
利
用
す
る
新
し
き\

ら

る

、
人

は

徒

ら
S

0

S

人
に
.
は
非
T

し
て
克
く
新 

方
法
と
し
て
何
物
が
發
見
さ
れ
む
や
と
間
ふ
者
ぁ
ら
ば
物
偾
の
事
栩
を
看
取
し
而
し
て
之
れ
に
策
應
し
て
活
動 

を
は
戰
亂
の
眞
^

t

世
界
が
樹
立
し
又
は
促
進
せ
し
め
:
す
る
人
な
る
こ
と
を
知
り
得
べ
し
、

た
る
彼
の
士
ハ
世
紀
に
於
け
る
物
價
革
命
の
均
等
物
な
■ 

b

•

と
答
へ
ん
ビ
欲
す
る
な^

\
、

 

j
 

■

十
四
、
物
價
の
新
苹
準
沱
向
て
|
步

.

s

f

 

 ̂

■

實
業
家
は
宜
し
ぐ
事
：實
の
眞
相
を
看
取
す
べ
き
な
り 

一
ィ
ノ一

三
四
年
頃
の
物
0

を
!^
奉

し

云

爲

す

る

は

宛

經
濟
的
史
觀
論
の®

 (

3

:;

ヨ

：
. 

■

.

第
一
の
間
題
た
ろ
人
遞
的
感
情
ビ
ば
如
何
な
る
も
の 

な
う
や
。
且
つ
亦
か 
>

る
：感
情
は
如
何
に
し
て
存
在
す ::

::

情
の
根
本
は
谷
人
の
有
す
る
S

立
排
他
の
思
想
に
存 

す
。：
マ
ツ

ク
ス
、
ス
テ
ィ
ル
ナ
I

が

「
此
の
世
の
光
を 

浴
す
る
瞬
間
ょ
り
人
間
は
自
己
を
始
め
す
ベ
て
の
も
の 

%

共
R

«

_

雜
せ
る
ia
il

の
內
ょ
り
、自
己
を
發
見
し
、 

\

且
つ
是
を
保
持
せ
ん
こ
ビ
を
欲
す
。
然
る
に
其
の
幼
き 

j

者
の
接
觸
す
る
す
べ
て
の
も
の
ば
枏
次
で
.其
の
攻
■
ょ 

,

'

y

自
己
を
防
衛
し
、
を
れ
自
身
の
#

在
を
擁
識
す
。
從

る
や
。
吾
人
が
劣
等
民
族
に
對
し
て
は
、

ー
補
の
_

負
一
つ
て
各
自
は
そ
れ
自
身
^

ば
守
a

し
、
同
時
に
他
の
も

を
威
じ
、
優
等
说
族
^

對
し
て
は
、

一
種
の
嫉
ff
i

を
感 

す
る
は
如
何
«

る
理
由
に
$

け
る
や
。

;:
:
 

民
族
は
個
人
に
依
0

(

て
成
立
す
。「

換
言
す
れ
ば
各
«

 

人
は
ぁ
^

種
族
に
從
風
ず
て
.ふ
意
識
を
有
す
。
.
吾
人
W
 

本
人
'
が
黃
色
人
»

に
し
て
、
他
の
人
種
に
あ
ら
ず
て
ふ 

意
a

ば
、
他
の
人
種
に
對
し
て
誇
負
し
若
し
く
ば
嫉
視
：
 

す
る
原
阁
な
&

。

斯

如

き

意

識

一

^
己

と

同

一

純

族

に 

脉

す

る*

に

對L

T

は
_

し

み

を

感.せ

し

，め

、
#

沿
族
.
. 

に
風
す
る
者
^

對
し
て
は
是
を
排
せ
ん
マj

せ

し

む

る

：感

の
と
は
絕
え
す
爭
圖
す
る
が
飲
に
、
自
己
保
存
の
戰
は 

避
ぐ
ベ
か
ら
ざ
る
：も
の
な
h

'o
J

S

云
へ
る
は
、
其
の
言 

極
端
な
る
が
如
し
ビ
雖
も
亦
一
面
の
眞
现^

4
2

ま
ざ
る 

ぬ
あ
ら
ず
。
ス
テ
ィ

.

ル
ナ
ー

の

如

き

®

端

な

る

個

人

主 

■

者
は
あ
>

b

す
と
ず
る
も
、
少
し
く
冷
靜
に
人
情
世
滋 

を
觀
察
す
る
者
は
，
彼
等
人
類
が
如
何
に
#

し
く
自
己 

を
主
®

せ
ん
ミ
し
つ
ぃ
\

あ
る
_

實
に
、
s

«

の
聲
：を
發 

せ
ざ
る
を
^

べ
し
マ
營
利
卩
汲
_
々
た
る
.
^
!
^
の
輩 

は
間
ふ
べ
く
も
ぁ
ら
ず
、
陽
に
酿
愛
を
說
ふ
る
考
に
し

铬
十
三
卷

(

七
七
三)

雜錄經濟的史觀論

'
の倒値、

第六
^
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